
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩沼市 
市民活動サポートセンター  

〒989-2441 
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岩沼市市民活動サポートセンター情報紙 

令和 5 年 

３月１日発行 

市内で読み聞かせボランティア活動を行う「読み

聞かせボランティア・ネットワーク岩沼」。 子ども

が絵本とふれあうことで、さまざまな言葉を学び、

感性と創造力を磨くきっかけとなってほしいという

思いで、平成２１年に市内の７つの読み聞かせの団

体（※）で立ち上げ、現在４８名の会員で活動して

います。普段は、７つの団体それぞれが市民図書館

をはじめ、市内の小学校や児童館、子育て支援セン

ターなどで活動しています。 

今年度は、感染症対策を行いながら、会員のスキ

ルアップや、会員以外の方も、親子のコミュニケー

ションを図るきっかけ作りのため、「じごくのそう

べい」や「ふしぎなともだち」などの絵本作家、田

島征彦さんを講師に、昨年９月３０日に市民会館中

ホールで、「読み聞かせステップアップ講座 田島

征彦氏講演会」を実現しました。 

今後も、会員以外の方にも会の活動を広く知って

いただける楽しい事業を開催しながら、読み聞かせ

の輪をさらに広げていくことを目指しています。 
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私たち「読み聞かせボランティア・ネットワーク

岩沼」は、読み聞かせの活動の他に、年に一度、絵

本作家や出版社の編集者を招き、講演会を開催して

います。 

どのようにして一冊の本が作られたかを聞くこと

で、読み手の私たちが、子どもたちへ本の内容をよ

り深く伝えることができると思います。 

これからも、子どもたちに絵本の楽しさを伝え、 

成長を見守りながら活動を続けていきたいと思いま 

す。 

読み聞かせをやってみたいと考えている方は、ぜ

ひご連絡をお待ちしています。 

 会場の市民会館中ホールの席
は、参加者で満員となるほど好
評でした。 

講演する絵本作家の田島征彦氏 

 

 
 

※構成されている７つの団体 

おひざにだっこダンボの会・おはなしの会じゃんけんぽん 
・はなしっこ会 ・ ドーナツの会 ・ わくわく広場 
・おはなし広場ぐうちょきぱあ ・ おはなしクレヨン 

問／読み聞かせボランティア・ネットワーク岩沼 

０９０-６２２０-７０５９（保科） 

岩沼市民図書館 

２４－３１３１ 

 

代表の保科桂子さんから

のメッセージです♪ 
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〒989-2441 岩沼市館下二丁目 3-1 

☎ : 35-7205  FAX : 35-7265 

：iwasapo@dream.ocn.ne.jp 

印刷コーナー  
利用は、市民活動を行っている団体や町内会の 

皆さんが対象となります。（個人、企業などの利用 

はできません） 

会議の資料やチラシなどの印刷にご活用ください。 

※団体名などを利用者簿へ記入後にご利用ください。 

利用料金 

《高速印刷機》   

 
           ※用紙は各自ご用意ください。 

《大判印刷機》  A１版印刷：1 枚     500 円   

 A２版印刷：1 枚     300 円  

長 尺 印 刷：９０㌢ごとに 500 円 

※用紙代を含んだ料金になります。 

 

 

白 黒 印 刷：5 枚ごとに   

カラー印刷：1 枚        

 5 円 

10 円 

※岩沼市では、協働のまちづくり活動を行う市民活動団体への活動支援の取り組みの１つとして助成金を 

交付しています。今回その市民活動助成金を活用した２つの市民活動団体のイベントを紹介しました。 

 

 

 

光の箱とは、光をフィルムミラーに乱反 

射させトレーシングペーパーに投影するも 

ので、太陽光やライトなどの光にかざすと 

様々な模様に変化します。 

コロナ禍の状況が続いている中、小さな 

子どもからご高齢の方まで世代間交流ので 

きるイベントとして開催しました。 

 東日本大震災から１2年が経ち、新たな 

つながりが生まれ更なるつながりへと育っ 

ていく中で、防災集団移転地域の玉浦西が 

「住みたい町、玉浦西」となっていくよう 

参加者の皆さんと願いを込め一つ一つ作り 

上げました。 

光の箱 

ワークショップ風景 

岩沼市市民活動サポートセンターは、市民活動支援 

の拠点として、いわぬま市民交流プラザ内に設置して

います。現在の利用状況を踏まえ、４月１日（土）よ

りサポートセンターの利用時間などが下記のとおり

変更になります。 

＜利用時間＞ 
・令和５年３月３１日まで：平日・９時～１９時 
・令和５年４月１日から ：平日・９時～１７時 
※貸室申請・印刷コーナーの利用も含む。 
＜休 業 日＞ 
・令和５年３月３１日まで：日曜日・祝日、 

年末年始（１２月２８日～１月４日） 
・令和５年４月１日から ：土曜日・日曜日・祝日、 
  年末年始（１２月２８日～１月４日） 
 
※いわぬま市民交流プラザの利用時間に変更は 

  ありません。 

 
 

 

～会長の森博さんから～ 

 人と人とのつながりや地域の活性化

が広がって行くよう、これからも活動し

ていきたいと思います。 


